
2000年3月期は、東京エレクトロンにとりまして、新しいミレニアムの幕開けに

ふさわしい明るいニュースに満ちあふれた年となりました。インターネットや

携帯電話などの普及により加速される情報・通信革命がいよいよ本格化してき

たこと、また、今や世界経済の安定に大きな役割を担うアジア経済が復興した

ことが大きな要因となり、私たちの参画する半導体・LCD産業がここしばらく

の調整局面を脱し上昇へと転じた、まさに転換期とも言うべき年となりました。

このような状況のもと、



東京エレクトロンのプロダクト戦略の根幹にあるのは、高い成長が期待でき、






